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研究の概要 
 台風は風水害の最大の要因であり、地球温暖化に伴いその激甚化が懸念されている。しかし
台風強度の推定と予測には大きな不確実性があり、本研究はこの問題を解決するため航空機を
用いて台風の直接観測を実施する。2017，2018 年には 2つのスーパー台風の航空機観測に成功
し、直接観測により正確な強度を測ると共に、観測値を用いた強度・進路予測の改善を示した。 
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１．研究開始当初の背景 
 台風は我が国における風水害の最大の要
因であり、その暴風と豪雨は気象災害の主要
因となっている。さらに地球温暖化に伴い、
台風の強度の増大が懸念されている。台風の
進路だけでなく、強度の高精度推定と予測精
度の向上については、社会的要請が大きい。 
 一方、米軍による台風の航空機観測が 1987
年に終了して以来、台風の強度は衛星の雲パ
ターンから間接的に推定されており、現状は
特に、非常に強い台風で強度誤差が大きいと
いう問題がある。また、台風予測については、
進路予測の改善が進んでいるのに対して、強
度予測にほとんど改善がみられないという
問題が世界の気象予報機関に共通してある。 
 
２．研究の目的 
 上記の二つの大きな問題を解決するため
に、本研究では航空機を用いて、甚大な災害
をもたらす台風の直接観測を実施する。これ
により台風の強度を正確に測定し、そのデー
タを台風の数値予報モデルに与えることに
よって、台風の進路だけでなく強度について
も予測を改善することを目的とする。 
 それとともに地表面付近の水蒸気やエア
ロゾルが台風の強度に与える効果を、観測と
数値モデルによって明らかにする。さらに強
風環境下における海の波しぶきの台風強度
に与える効果を調べるために、ドローンを用
いた波しぶき観測という挑戦的実験も実施
する。これらにより台風強度の高精度推定と
予測の改善を達成し、台風によって起こる甚
大な災害の軽減を目指す。 

３．研究の方法 
 次の 2項目を軸として研究を実施する。 
1）台風が発生し日本に接近・上陸する可能
性が高まったとき、台風にジェット機を飛ば
して、高高度からドロップゾンデを投下して
直接観測を行う。このデータを数値予報モデ
ルに取り込んで台風の進路・強度の予測の改
善を目指す。 
2）沖縄本島および南西諸島で、最先端の雲・
降水レーダを用いた台風の観測、海面近くの
水蒸気の観測、およびエアロゾル観測を行う。
さらにドローンを用いた強風環境下におけ
る海の波しぶきの観測を行い、近年問題とな
っている雲、エアロゾルおよび波しぶきが台
風の発達にどのような効果を与えるかを明
らかにする。 
 
４．これまでの成果 
1) 航空機観測における最も重要な観測法で
あるドロップゾンデシステムを、一から新規
国産開発し、試験飛行でその精度を検証した。 
2) 2017 年の台風第 21 号と 2018 年の台風第
24 号の航空機観測を実施し、これら 2つのス
ーパー台風について、それぞれ 2日間と 4日
間の連続した航空機観測を行うことで、台風
の強度を直接観測した。 
3) 上記 2つの台風について、高度約 14km で、
2017 年は 3 回、2018 年は 6 回の眼への貫入
観測に成功した。図 1 は 2017 年の台風第 21
号の眼とその周辺の航空機観測である。これ
が日本の研究者がはじめて台風の眼に入っ
てドロップゾンデによる直接観測を行った
もので、当初計画にはなかった成果である。
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そのときの台風 21 号の眼の内部を図 2 に示
す。台風の巨大な眼のなかの渦と高度 15km
に達する非常に発達した眼の壁雲が見える。 

4) 上記のドロップゾンデデータを数値予報
モデルに取り込んで、予報実験を行った結果、
台風の進路だけでなく、強度予測の改善が示
された（業績[1]日本気象学会論文賞受賞）。 
5) 2018 年の台風第 24 号の観測では、航空機
から直接全世界の気象予報機関へドロップ
ゾンデ観測データのリアルタイム送信に成
功した。気象庁や欧米の予報機関の台風予測
には、この観測データが利用された。 
6) 本研究の航空機観測は台湾中央気象局と
共に実施され、さらに台湾、米国、韓国、フ
ィリピンとの国際共同観測に発展している。 
 
５．今後の計画 
1）2019 年、2020 年にかけてさらに航空機を
用いて、非常に強い台風について直接観測を

実施する。さらにそのデータを数値予報モデ
ルに取り入れることで、台風の進路・強度予
測の改善について検証する。 
2）2020 年には沖縄の南西諸島から台湾にか
けての領域で、日本、台湾、米国による、台
風を主対象とした国際共同観測を実施する。 
3）航空機からのドロップゾンデ観測データ
は、リアルタイムで全世界の気象予報機関へ
送信し、台風予測の精度向上に貢献する。 
4）沖縄本島および南西諸島で、台風のレー
ダ観測を行う。エアロゾル観測とその台風へ
のインパクトを数値モデルにより明らかに
する。さらにドローンを用いた強風環境下に
おける波しぶきの観測にも挑戦する。 
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図 1：2017 年 10 月 21 日の台風第 21 号の

衛星画像。眼内部とその周辺の航空機観測

の経路（黒実線）と航空機から投下したド

ロップゾンデの軌跡をカラーの太線で示

した。そのカラーはゾンデの高度を示す。 

図 2：図 1の台風の眼内部の航空機から撮影

した下層雲の渦と眼の壁雲（山田氏撮影）。 


